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1.はじめに 

 「アジサイの色と土の pH は関係がある」というのは、子どもの頃から何度か耳にしたことがある。これが本

当かどうか調査しようと考えた。 

 今回、アジサイの切り花をいただいたので、それを用いた実験を行った。 

 

2.実験計画 

 アジサイの花の色はアルミニウムイオンによるものであることより、以下のような比較実験を行うこととした。 

  

 ①コントロール：普通の水道水にアジサイを活ける 

 ②実験用：クエン酸溶液にアルミニウム箔を入れ、アジサイを活ける 

 上記の２パターンについて、経時変化を観察する。 

左：②実験用、右：①コントロール 

 

3.予想 

 それぞれ以下のようになると予想する。 

 ①…アルミニウムイオンが水にほとんど含まれていないため、花の色は現状維持または薄くなる。 

 ②…アルミニウムイオンが水に豊富に溶け出すため、花の色はより青味を増す。 

 

4.実験方法 

 ①クエン酸 5%溶液（ｐH3）に 5cm×25cmのアルミニウム箔を 8 等分し、丸めて入れる 

 ②①と水道水にアジサイを活ける 

 ③経時変化を観察する 

 



5.結果 

結果を以下に示す。 

 START 時 3 日後 

① 

  

② 

  

  ①は大きな変化は見られず、②は茎及び花が赤味を帯びた。 

 

5.考察 

  予想と逆の結果となった Σ（・□・）！ 

これは、②液のｐH が低いことに起因すると考える。 

アジサイのもつアントシアニンであるデルフィニジンは、アルミニウムを補因子とすることで、青色を呈す

るという性質を持つ一方で、多くのアントシアニンと同様にｐH 依存性を持つ(参考 1)。今回の実験では、ア

ジサイが酸性溶液をダイレクトに吸い上げ、デルフィニジンが低ｐH に反応したために、赤色を呈したと考え

られる。 

 

これを確認するため、アジサイを軽くつぶした後に、クエン酸溶液をかけるという実験を行った。 

次に結果を示す。 

 

 

 



クエン酸溶液処理前 クエン酸溶液処理後（20 分程放置） 

  

 

細胞が直接酸性溶液を取りこんだ際に、赤色を呈することより、デルフィニジンがｐH に反応して赤色を呈

するという考え方が妥当であることが確認できたのではないかと考える。 
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